
「 東 京 都 緩 和 ケ ア 研 修 会 （多 職 種） 事 業 」 に つ い て

２ 概要及び目的

３１年

＞
（薬剤師、リハビリ、MSW・心理士、栄養士）

５ 今後の検討内容及びスケジュール（予定）

第一回（春期） 第二回（夏期）

検討内容等
・研修の振り返り（研修体制、実施手法などの課題を抽出）
・実施結果の検証 ・テキスト等の改良等の検討

・検証等のまとめ

４ 取組及び実績

◆令和４年度に、本緩和ケアWGにおいて、以下のとおり検討を行う。

３ 研修内容

資料５

◆都が作成したプログラム・テキストを活用し実施
◆共通編と職種別編に分かれている。
【共通編】
・多職種が共通で知るべき事項についての講義
・（下記①～④の）４職種の紹介

【職種別編】
・①薬剤師編、②リハビリ職編、③相談職編、④栄養士編に
分かれている。
・各職種ごとのメイン講義（受講対象職種及びその職種と深
く関わる職種に関する講義）、他の職種に係る講義

◆東京都がんポータルサイトへプログラム・テキストを掲載
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_
portal/staff_iryou/kanwa-tasyokusyu.html

◆令和元年度 共通編１回
◆令和２年度 共通編１回
◆令和３年度 職種別編（相談職編）１回

＜開催実績＞

令和元年度 令和２年度 令和３年度

共通編 共通プログラムの
開発・研修実施

プログラムの普及
研修の実施

プログラムの普及
研修の実施

職種別
編

職種別プログラム
の開発

プログラムの普及
研修の実施

◆研修プログラムや研修の機会が確保されている医師・歯科医師以外の職種を対象とした、基本的緩和ケア研修のプログラム
を開発し、研修を実施
◆プログラムの改善を行うとともに、地域の医療機関に対しプログラムの普及を図り、自主的な研修の実施を促すことで、地
域の診療所等における基本的緩和ケアの知識・技術の充足を目指す。

１ これまでの経緯

◆東京都がん対策推進計画において、「多職種による緩和ケア研修会の開催を促進する」と明記
◆令和元年度に東京都がん診療連携協議会の緩和ケア部会にワーキンググループを設置し、本事業に取り組んできた。

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/staff_iryou/kanwa-tasyokusyu.html

